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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,気相プロセスを用いて固体酸化物型燃料電池の電解質と電極を作製し,電池材料の高性能化,
およびその電極反応機構に関する研究についてまとめたもので,得られた主な成果は次の通りである｡
1.グロー放電プラズマを導電性流体に用いたプラズマ気相電解法によって,イットリア安定化ジルコ
ニア (YSZ)電解質薄膜を作製し,赦密で均一な薄膜を高速に作製できることを明らかにした｡また,
電解電流効率の電流密度依存性を明らかにした｡
2.酸化ニッケルを酸素源に,塩化ジルコニウムと塩化イットリウムの混合蒸気を金属源に用いた新規
な気相反応によってニッケル YーSZサーメットを作製できることを兄いだし,その生成機構を明らかにし
た｡また,この新規な方法で作成したニッケル YーSZサーメット電極が高い電極活性を示すことを明らか
にした｡
3.気相反応によってLa1-ⅩSrxMnO3赦密薄膜電極を作製して電極上での酸素還元反応機構を調べ,
赦密薄膜電極上では電極表面が反応活性点であることを明らかにした｡また,Lal_ⅩSrxMnO3中のストロ
ンチウムは電極表面反応速度を向上させるが,酸化物イオン拡散速度には大きな影響を与えないこと,お
よび酸化物イオンの拡散は雰囲気酸素分圧に依存することを明らかにした｡
4.固体酸化物型燃料電池の数値モデルを構築して計算機シュミレーションにより実測困難な高温作動
時の温度分布などを解析し,電池先端部で大きな温度勾配が生じることを明らかにした｡
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以上,要するに本論文は,固体酸化物型燃料電池の材料の新規合成による高性能化,および電極反応機
構の解明を目指したもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工
学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成9年1月23日,論文内容とそれに関連した事項
について試問を行った結果,合格と認めた｡
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